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【1】H2及びD2のしきい光電子スペクトル  

最も簡単な分子イオンとして、巧は実験と理論において興味深い対象であり、H；（Ⅹ‘∑；）の分子  

定数やポテンシャルカープは高い精度で計算されていて、その精度は現在の実験的計測の技術水準  
以上の0．卜0．2cⅢ‾Ⅰである。   

H；（xユ∑；）の部分的な回転スペクトルは、NelやBeIを用いた光電子分光法によって観測されてい  

る。Pollard等は、H；（X‘∑；）の広範囲の振動スペクトルを観測しており、その解離エネルギー  

Deが21375cm‾lであることを示した。また、彼らの実験では、部分的に回転スペクトルも得られてお  

り、その解析から回転定数B。は29．99±0．30c皿‾lであると報告している。低い振動準位の完全な回  

転スペクトルは、最近になって、真空紫外レーザーを用いた実験で報告されているだけである。こ  

の報告では咤（X‘∑；，V＝2，j＝0－3）－H2（Ⅹ▲∑；，V＝0，j＝0一句の遷移が確認されている。  

今回、我々の実験では、シンクロトロン放射光を利用して、しみだし電場型しきい光電子分析器とmF  

を用いた電子とイオンのCOincidence測定を行い1．4tneV（FⅥ肌）の高分解能を実現した。図1にH2  

のしきい光電子スペクトルを示す。振動準位が18まで観測され初めて理論値の予測が確認され  

た。  
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図1H2のしきい光電子スペクトル．H2＋は振動準位が18まであると言われていたが、この実  
験で確認された。  
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【2】大気分子の光電離の研究   

宇宙空間、特に地球上層大気に多量に存在する02．N2分子、又そのイオンについての完全な理解  

は、将来必ず必要となるだろう。又、太陽光中の真空紫外光と上層大気との相互作用は非常に大きい  

ので 人間の生活に様々な形で関わってくる。例えば，フロンガスから出る塩素原子によるオゾン  

（03）の破壊や、地球の温暖化に関係する様々なガスの生成等が挙げられる。この相互作用は、大部  

分は光電離と光解離が占めている。我々は、これらの大気分子のイオン状態の完全な理解を、高分解  

能しきい光電子分光法を用いて、振動及び回転状態の測定を通して行おうとするものである。N2  

や02分子イオンについては、その基底状態と相対的に低い励起状態の非常に高い振動状態まで観測  

し、特にN2については或る振動状態の回転準位まで観測している。この観測によりN2イオンや02  

イオンのポテンシャル曲線をかなり正確に計算することが出来る。  

研究の特色）  

（1）今まで不可能と思われていた非常に高い振動数の状態までの観測している。  

（2）超音速ノズルビームによる冷却法を用いて、回転準位分布を単純にしている。  

（3）高分解能しきい光電子分析器（分解能1meV以下）の使用。  

（4）高分解能分光器（3m直入射型で調整が完成している）の使用。（5）シンクロトロン放射の  

パルス特性を利用して、スペクトルのエネルギー分解能を更にあげている。   

昨年と同様02のしきい光電子スペクトルの解析を進めているが、今年度は第二解離極限以上に解  

離するイオン状態の解析が進んだ。02の様々な励起状態のしきい光電子スペクトルを図2に示す。  

図には、励起状態bの近傍の様々な状態の振動構造がはっきり見られる。これらは殆ど新しく見つけ  

られた状態である。  

20 19．9 19．8 19，7 19－8 柑．5 19．4  柑．3（○Ⅵ  20．3  20．2  20，1  

（
宕
ヱ
寸
＼
S
l
u
⊃
0
0
u
O
L
1
0
0
1
葛
【
○
エ
冨
」
亡
 
 

810  815  820  825  830  635  848（Å）   

1g，319．219，1 柑 18．918．818，T18．818．518．418．318，218．1（○Ⅵ  

840  645  850  655  880  885  8TO  875   680  885（Å）  

図2 02の様々な励起状態のしきい光電子スペクトノk これらは第二解離極限以上に解離する  

イオン状態である。  
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【3】希ガスヘテロダイマーのしきい光電子分光  

ダイマーは最も基本的クラスターであり、2つの化学的に安定な物質がフアンデルワールスカに  

より、結びっいてものである。この力によって結合している分子をファンデルワールス分子という。  

フアンデルワールス分子である希ガスダイマーの結合力は十数皿eVで常温での分子の熱運動エネル  

ギー（25限Ⅵ以下である。結合エネルギーが小さいため、他の分子との衝突によってすぐ解離して  

しまい、常温では安定に存在できない。このように希ガスダイマーは不安定であるため、生成が難し  

く研究が始められたのはおよそ20年ほど前である。我々の研究室では、超音速ジェットノズルを用  

いて様々な希ガスダイマーを生成し、その電子構造を研究している。昨年度からの解析が進んで  

ArKrについて図3のように解析された。  
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図3 ArKrのしきい光電子スペクトル イオンとのコインシデンスを取ることによりK2と  

ArKrのイオンが分離されていることがわかる。   

【4】衝突後効果の研究  

Kr原子のK殻光電離後のオージェ・カスケードにおけるしきい光電子とそのdecay成分の  

スペクトルがしきい光電子とそのカスケードによって生じるイオンとのコインシデンス計測法によ  

って測定された。得られたスペクトルは、オージェ・カスケードによる衝突後効果の特徴的な非対  

称で拡がったスペクトル形状を示していた。スペクトルのピーク位置は、その衝突後作用の度数に  

したがって徐々に高エネルギー側にシフトするが、スペクトノ川副ょその度数にかかわらずはとんど  

一定であった。これらのスペクトル形状はオージェ電子放出の統計的な確率を考慮した簡単なモデ  

ルで解析することができた．  
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